
2018 年 12 月吉日 
各位 

日本保険・年金リスク学会 
産学共同推進担当理事 栗山 晃 

 
ＪＡＲＩＰ産学共同研究集会のご案内 

日本アクチュアリー会との共同開催による研究集会 
 

拝啓 時下益々ご清栄のこととお慶び申し上げます。 
昨年度に引き続き、日本保険・年金リスク学会（ＪＡＲＩＰ）は日本アクチュアリー会と

共同で、ＪＡＲＩＰ産学共同研究集会を実施いたします。 
日本アクチュアリー会会員の論文（既発表分）等を題材に、大学の研究者等と日本アクチ

ュアリー会会員が討論を通じて、論文の深堀を行います。ＪＡＲＩＰ会員にとっては、日

本アクチュアリー会会員との絶好の交流の機会となり、アクチュアリー会会員にとっては、

学術論文の取り組み方を学ぶ格好の場となると考えます。 
各位の積極的なご参加をお願い申し上げます。 

敬具 
 

記 
１．産学共同研究集会の概要 
日時：2019 年１月 19 日（土曜日） 開始：13：00  終了：18：00（予定） 
場所：日本アクチュアリー会 大会議室 

〒104-6002 東京都中央区晴海 1-8-10 
晴海アイランド トリトンスクエア オフィスタワーX 2 階 <地図は 2 ページ目参照> 

都営地下鉄大江戸線「勝どき」駅下車 A2 出口（月島駅側）より徒歩 4 分。 
東京メトロ有楽町線・都営地下鉄大江戸線「月島」駅下車10 番出口より徒歩9 分。 

 
プログラム： 
○開会挨拶 田中周二（日本大学・アクチュアリー会産学共同委員長） 
○基調講演 大阪大学 基礎工学部 関根 順 教授 
○論文発表およびそれに対する討論者のコメントもしくは関連論文の発表 

論文名 著者名 討論者 
Economic IRR and its application 砂本 直樹 

（富国生命） 
服部 真 
（エーオン  ベンフィールド

ジャパン） 
参照母集団データを用いた保険契約ポート 西尾 和記 白石 博 



フ ォ リ オ の 将 来 死 亡 率 推 計 ～ Two 
population model にもとづくアプローチ～ 

（住友生命） （慶應義塾大学 理工学部） 

医学的な観点を踏まえた死因別死亡率の将

来推計 
佐内 利典 
（大同生命） 

小暮 厚之 
（東京経済大学 経営学部） 

○招待講演 法政大学 理工学部 浦谷 規 教授 
２．参加費 無料  

３．参加申し込み 締め切り期日:2019年1月9日(水) 

下記URLの【専用申込フォーム】より申し込みください。 

https://fs222.formasp.jp/c442/form3/ 

□申込者数が定員50名に達した場合は、その時点で締め切ります。 

□ 今回は参加申込を会員優先とするため、次の方式とします。 

・ 会員(含.法人会員の３人目まで)の参加申込は、本案内文発信後、即時受付開始します。 

・ 非会員(含.法人会員の４人目以降)の参加申込は、12月25日から受付開始します。 

このため、仮に12月24日以前に定員に達した場合、非会員の方は申込できません。 

 

 


